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(54)【発明の名称】 液晶表示パネル

(57)【要約】
【課題】  反射型の液晶表示パネルにおいて、金属反射
板とＩＴＯ電極間の絶縁層による浮遊容量により発生し
ていた不均一の表示むらを低減できる。
【解決手段】  第１の基板１の表面に金属薄膜の反射板
３を有し、かつ絶縁性薄膜４を介してＩＴＯ電極５を有
する反射型液晶セル構成において、第１の基板１のＩＴ
Ｏ電極５を信号側とし、第２の基板９のＩＴＯ電極６を
走査側とした。本発明の構成により、不均一表示むらが
低減され優れた表示品位を実現できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ２枚の基板を一定間隔で相対向し、一方
の基板の対向する表面に金属薄膜の反射板を有し、かつ
絶縁性薄膜を介して透明電極を有し、他方の基板の対向
面に前記透明電極に直交する透明電極を有する反射型の
液晶表示パネルであって、前記一方の基板の前記透明電
極を信号側とし、前記他方の基板の前記透明電極を走査
側としたことを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項２】  ２枚の基板を一定間隔で相対向し、一方
の基板の対向する表面に金属薄膜の反射板を有し、かつ
カラーフィルタ層および絶縁性薄膜を介して透明電極を
有し、他方の基板の対向面に前記透明電極に直交する透
明電極を有する反射型の液晶表示パネルであって、前記
一方の基板の前記透明電極を信号側とし、前記他方の基
板の前記透明電極を走査側としたことを特徴とする液晶
表示パネル。
【請求項３】  ２枚の基板を一定間隔で相対向し、一方
の基板の対向する表面にランダムな凹凸形状を有し、そ
の表面に金属薄膜の反射板を有し、かつカラーフィルタ
層および絶縁性薄膜を介して透明電極を有し、他方の基
板の対向面に前記透明電極に直交する透明電極を有する
反射型の液晶表示パネルであって、前記一方の基板の前
記透明電極を信号側とし、前記他方の基板の前記透明電
極を走査側としたことを特徴とする液晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、不均一な表示むら
が低減され優れた表示品位を実現するセル構成を有する
反射型の液晶表示パネルに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、液晶表示パネルは、二枚の基板を
数μｍの間隔をもって狭持しており、それぞれの基板表
面に作製された透明電極（インジウム－錫酸化物薄膜：
ＩＴＯ電極）、カラーフィルタ、絶縁膜、また配向膜等
にそれぞれのパターンが形成されている。特にスーパー
ツイストネマチック（ＳＴＮ）方式では、その一般的な
アルト・プレシコ駆動方式において、走査側の電圧Ｖｃ
ｏｍが大きく、信号側の電圧Ｖｓｅｇは、走査本数Ｎと
して、Ｖｃｏｍ≒（√Ｎ＋１）ＸＶｓｅｇで表される。
これにより走査ラインと信号ラインの交点に実効電圧を
供給している。
【０００３】また、通常ＳＴＮ表示方式では、図８に示
すようにカラーフィルタ１９～２１は、三原色であるＲ
ＥＤ（１９）と、ＧＲＥＥＮ（２０）と、ＢＬＵＥ（２
１）をストライプ状に配置している。このため、カラー
フィルタ基板のＩＴＯ電極構成の透明電極５は、カラー
フィルタ１９～２１のストライプ状に対して、パターン
ニングが直角方向であった。そしてこのＩＴＯパターン
ニング方向は、カラーフィルタ１９～２１の表面段差が
あるためパターン幅がより広い走査側電極が透明電極５
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として選択されていた。しかしながら絶縁膜４による平
坦化によりカラーフィルタ１９～２１の表面段差はかな
り良化してきている。
【０００４】さらにＳＴＮ表示方式に発生する文字型等
のクロストークに対する電圧補正を行うために、走査側
電極の透明電極５にて容量検知を行うことにより、不均
一クロストークの低減を行っている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来例の構成では、セル内部に金属反射板（図示せず）を
有する反射型液晶表示パネルにおける、一方の基板表面
に形成された金属反射板とＩＴＯ膜の透明電極５の間に
絶縁層４が存在する。このために、金属反射板と透明電
極５間で一種の浮遊容量成分が形成される。
【０００６】ここで簡単に浮遊容量成分を計算してみる
と、第１の基板の金属反射板とＩＴＯ電極間の距離ｄ２
がセル厚ｄ１の（１／３）倍、またその比誘電率△ε２
が使用液晶の比誘電率△ε１の３分の１として、ほぼ液
晶層分の容量に相当する（例えば図１参照）。また、こ
の浮遊容量成分は、液晶が電圧に対して応答した場合も
変化しないので、駆動回路側から見ると非常に重い。
【０００７】また、従来の構成では、浮遊容量成分が発
生する側の基板である走査側電極にて容量検知を行うた
め、実駆動されている液晶以上の容量成分を負荷とした
電圧補正が必要となり、余分の消費電力が掛かることと
なっていた。
【０００８】本発明は上記従来の問題点を解決するもの
で、金属反射板とＩＴＯ電極間の絶縁層による浮遊容量
により発生していた不均一な表示むらが低減され優れた
表示品位を実現することができる反射型の液晶表示パネ
ルを提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の液晶表示
パネルは、２枚の基板を一定間隔で相対向し、一方の基
板の対向する表面に金属薄膜の反射板を有し、かつ絶縁
性薄膜を介して透明電極を有し、他方の基板の対向面に
透明電極に直交する透明電極を有する反射型の液晶表示
パネルであって、一方の基板の透明電極を信号側とし、
他方の基板の透明電極を走査側としたことを特徴とする
ものである。
【００１０】請求項１記載の液晶表示パネルによれば、
一方の基板表面に金属薄膜の反射板を有し、かつ絶縁性
薄膜を介して透明電極を有する反射型液晶セル構成にお
いて、液晶セル内の金属反射板が存在する基板側に印加
電圧が低く、且つクロストーク補正のための検知電極が
無い信号側電極を配置した構成を有しているため、透明
電極を信号側とし、他方の基板の透明電極を走査側とし
たことにより金属反射板と透明電極間の絶縁層による浮
遊容量により発生していた不均一な表示むらが低減され
優れた表示品位を実現することができる。
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【００１１】請求項２記載の液晶表示パネルは、２枚の
基板を一定間隔で相対向し、一方の基板の対向する表面
に金属薄膜の反射板を有し、かつカラーフィルタ層およ
び絶縁性薄膜を介して透明電極を有し、他方の基板の対
向面に透明電極に直交する透明電極を有する反射型の液
晶表示パネルであって、一方の基板の透明電極を信号側
とし、他方の基板の透明電極を走査側としたことを特徴
とするものである。
【００１２】請求項２記載の液晶表示パネルによれば、
請求項１と同様な効果がある。
【００１３】請求項３記載の液晶表示パネルは、２枚の
基板を一定間隔で相対向し、一方の基板の対向する表面
にランダムな凹凸形状を有し、その表面に金属薄膜の反
射板を有し、かつカラーフィルタ層および絶縁性薄膜を
介して透明電極を有し、他方の基板の対向面に透明電極
に直交する透明電極を有する反射型の液晶表示パネルで
あって、一方の基板の透明電極を信号側とし、他方の基
板の透明電極を走査側としたことを特徴とするものであ
る。
【００１４】請求項３記載の液晶表示パネルによれば、
請求項１と同様な効果がある。
【００１５】
【発明の実施の形態】（実施の形態１）本発明の第１の
実施の形態を図１から図４により説明する。第１の実施
の形態では、簡易な白黒表示型の液晶表示パネルの構成
について説明する。第１の基板１の表面にディップ法に
よる絶縁の保護層２を１００から２００オングストロー
ム厚にて作製した。さらに蒸着法またはスパッタリング
法を用いてアルミニウム、銀等の合金薄膜による金属薄
膜（反射率の高い金属を用いることが望ましい）の反射
板３を作製した。また、その上に印刷法を用いて酸化物
（ＳｉＯ

2 
）の絶縁層４（厚さｄ

2 
、比誘電率Δε

2 
）

を５００から１５００オングストローム厚の膜にて作製
した。さらにスパッタリング法を用いてインジウム－錫
酸化物薄膜（ＩＴＯ）を１５００から４０００オングス
トローム厚にて作製した。このＩＴＯ膜をフォトエッチ
ングして信号側電極パターンの透明電極５を作製した。
【００１６】次に第２の基板（透明であるガラス基板な
ど）９に第１の基板１と同様にディップ法による絶縁の
保護層８を１００から２００オングストローム厚にて作
製した。さらにスパッタリング法を用いてインジウム－
錫酸化物薄膜（ＩＴＯ）を１５００から３０００オング
ストローム厚にて作製した。このＩＴＯ膜をフォトエッ
チングにより第１の基板１と組み合わせたときにそれぞ
れの透明電極パターンが直角方向に位置するように走査
側電極パターンの透明電極６を作製した。さらに印刷法
により５００から１０００オングストローム厚の絶縁層
７を作製した。ここでの絶縁層７は透明電極５、６の接
触によるショートを防止するものである。またガラス基
板表面の保護層８はＮａの溶出対策である。
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【００１７】第１の基板１および第２の基板９の表面に
印刷法によりポリイミド系配向膜（チッソ社製ＰＳＩ－
Ａ２２０１）を印刷し所定の温度により仮乾燥後硬化し
た。その後ラビング法により所定の配向処理を行った。
図２に示すように第１の基板１に必要ギッャプ厚を保証
するために必要な所定の径のプラスチックビーズ（ミク
ロパール）１４を単位平方ミリメートル当たり約１００
～１５０個の割合で散布した。第２の基板９の画素表示
領域の外周部に所定の径のガラスビーズ（触媒化成製真
絲球）を２．５ｗｔ％混合した液晶封止用熱硬化性樹脂
１１を所定の線幅にてスクリーン印刷した。なお、液晶
封止シールは、パネル外周の一部に数ミリ幅で隙間を設
けて液晶材料の真空注入口とした。第１の基板１および
第２の基板９の配向処理面を内側となるように張り合わ
せた。面内、及び周辺シールのギャップ厚を均一とする
ために真空パックを行い、所定の温度、時間の加熱処理
を行い、空セルが完成した。この空セルにパネルリター
デーション値（セル厚ｄと液晶材料の復屈折率差△ｎの
積）が０．８６となる液晶材料を真空注入し、注入口
は、紫外線硬化性樹脂を塗布し紫外線照射し封口した。
こうして液晶層１０（厚さｄ

1 
、比誘電率Δε

1 
）を形

成した。この後、パネル面内の配向安定のために使用液
晶材料の液晶相－等方相転移温度以上の温度にて数時間
の加熱処理を行い、簡易な白黒表示型の液晶表示パネル
Ａが完成した。図２において、１３は保護層２、反射板
３、絶縁層４等であり、１５は液晶層（ただし、図面で
は配向膜および絶縁層は省いている。）であり、１７は
保護層８等である。
【００１８】一方、上記の第１の基板１のＩＴＯ膜のフ
ォトエッチングにより走査側電極パターンを作製し、上
記の第２の基板のＩＴＯ膜のフォトエッチングにより信
号側電極とした簡易な白黒表示型の液晶表示パネルＢも
作製した。
【００１９】それぞれの液晶表示パネルＡ、Ｂを実駆動
波形にて評価するため、アルトプレシコ駆動方式となる
駆動回路を実装した。図３は透明電極６による走査側電
極２６および透明電極５による信号側電極２７に印加す
る電圧波形を示す。２４の１～Ｎはアルトプレシコ駆動
方式における電圧Ｖｃｏｍの走査側印加電圧波形、２５
の１～Ｍはアルトプレシコ駆動方式における電圧Ｖｓｅ
ｇの信号側印加電圧波形である。また図４（ａ）、
（ｂ）はアルトプレシコ駆動方法を用いた印加電圧パタ
ーンによる表示均一性評価の模式図である。２８は表示
領域を全面ＯＮ状態としたテストパターン、２９は表示
領域を横１Ｈ反転でＯＮ／ＯＦＦ状態としたテストパタ
ーン、３０は表示均一性を評価した領域である。ここ
で、選択電圧／非選択電圧で表される最適バイアス値
（走査本数Ｎの場合、√Ｎ＋１）にて、パネル面内の連
続パターン１と交互反転パターン２にそれぞれ連なる部
分の閾値電圧の変化量にて評価した。液晶表示パネルＡ
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では、連続パターン１に対して０．７％の閾値電圧の低
下となり、交互反転パターン２に対して０．５％の上昇
となった。液晶表示パネルＢでは、連続パターン１に対
して２．２％の閾値電圧の低下となり、交互反転パター
ン２に対して１．７％の上昇となった。初期の見積もり
通り約３倍の効果が現れた。
【００２０】第１の実施の形態によれば、通常、ＳＴＮ
表示方式の液晶表示パネルは、カラーフィルタがストラ
イプ状に形成される。透過型液晶表示パネルでは、各電
極間のスペース部分にブラックマトリクス（ＢＭ）が存
在するため、カラーフィルタ側の表面段差は、かなり起
伏の激しい凹凸形状となる。カラー液晶表示パネルで
は、信号ラインに対して平行に位置する画素の幅は、走
査側に対して平行に位置する画素の幅の約３分の１であ
る。このためカラーフィルタ表面の凹凸形状による断線
確率が増加することより、カラーフィルタ側の電極パタ
ーンに線幅が狭い信号側電極を配置することは避けられ
ていた。
【００２１】しかしながら、反射型液晶表示パネルで
は、金属反射板の表面を金属イオンなどの不純物成分の
溶出を防止するためや、その表面に散乱性を持たせるた
めに意図的に凹凸形状にするために、その表面もしくは
さらにカラーフィルタ層を配した表面に数ミクロン厚の
絶縁層４を形成する。このため、ＩＴＯ電極を形成する
表面は、通常の透過型液晶表示パネルのカラーフィルタ
表面より凹凸形状をなだらかにできることになる。よっ
て、線幅が狭く、かつ電圧値が小さい信号ラインを形成
することができる。
【００２２】第１の実施の形態では、一方の基板表面に
金属薄膜の反射板を有し、かつ絶縁性薄膜を介して透明
電極を有する反射型液晶セル構成において、液晶セル内
の金属反射板が存在する基板側に印加電圧が低く、且つ
クロストーク補正のための検知電極が無い信号側電極を
配置した構成を有しているため、透明電極を信号側と
し、他方の基板の透明電極を走査側としたことにより金
属反射板と透明電極間の絶縁層による浮遊容量により発
生していた不均一な表示むらが低減され優れた表示品位
を実現することができる。
【００２３】（実施の形態２）本発明の第２の実施の形
態を図５および図６により説明する。第２の実施の形態
は第１の実施の形態で述べた簡易な白黒表示型の液晶表
示パネルにカラーフィルタ１９～２１を追加した構成で
ある。すなわち、第１の基板１の表面にディップ法によ
る絶縁の保護層２を１００から２００オングストローム
厚にて作製した。さらに蒸着法、またはスパッタリング
法を用いて金属薄膜（反射率の高い金属を用いることが
望ましい）の反射板３を作製した。また、その上に印刷
法を用いて酸化物（ＳｉＯ

2 
）の保護層２′を１００か

ら２００オングストローム厚にて作製した。
【００２４】カラーフィルタ層１９～２１を３原色赤緑
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青の順に成膜し、フォトエッチングによりそれぞれの色
がストライプ状になるように作製した。さらにスピンコ
ート法によりカラーフィルタ層１９～２１の段差を平滑
化する透明絶縁層４を成膜した。さらにスパッタリング
法を用いてインジウム－錫酸化物薄膜（ＩＴＯ）を１５
００から４０００オングストローム厚にて作製した。こ
のＩＴＯ膜をフォトエッチングによりカラーフィルタ１
９～２１の各色のストライプ状と平行方向に信号側電極
パターンの透明電極５を作製した。これ以下のパネル作
製方法は、第１の実施の形態と同様であり、これにより
液晶表示パネルＣが完成した。
【００２５】一方、第１の基板のＩＴＯ膜のフォトエッ
チングによりストライプ状のカラーフィルタ層１９～２
１と直角方向に走査側電極パターンを作製し、第２の基
板のＩＴＯ膜のフォトエッチングによりストライプ状の
カラーフィルタと平行方向に信号側電極とした液晶表示
パネルＤも作製した。
【００２６】それぞれの液晶表示パネルＣ、Ｄを、第１
の実施の形態の場合と同様にパネル面内の連続パターン
１と交互反転パターン２にそれぞれ連なる部分の閾値電
圧の変化量にて評価した。液晶表示パネルＣでは、連続
パターン１に対して０．４％の閾値電圧の低下となり、
交互反転パターン２に対して０．３％の上昇となった。
液晶表示パネルＤでは、連続パターン１に対して１．６
％の閾値電圧の低下となり、交互反転パターン２に対し
て１．０％の上昇となった。カラーフィルタ構成の場
合、金属反射板とＩＴＯ電極間の間隔が大きくなる点と
各赤緑青の色毎の膜厚差が生じることによる光学補償構
成のずれが影響しているため、白黒と比較して差が小さ
くなっている。
【００２７】（実施の形態３）本発明の第３の実施の形
態を図７により説明する。第３の実施の形態は第２の実
施の形態の構成にランダムな凹凸形状をもつ内部拡散板
（表面凹凸処理層）２３を作製している。すなわち、第
１の基板１の表面に印刷法による絶縁の保護層２を０．
５から１ミクロン厚にて作製した。その表面をスパッタ
による表面加熱処理によりテクスチャパターンを作製し
内部拡散板２３を形成する。その上に印刷法により絶縁
の保護層２９を０．５から１ミクロン厚にて作製した。
さらに蒸着法またはスパッタリング法を用いて金属薄膜
（反射率の高い金属を用いることが望ましい）の反射板
３を作製した。また、その上に印刷法を用いて酸化物
（ＳｉＯ

2 
）の保護層２′を１００から２００オングス

トローム厚にて作製した。カラーフィルタ層１９～２１
以降、第２の実施の形態と同様に液晶表示パネルＥが完
成した。絶縁膜４は第２の実施の形態と同様にカラーフ
ィルタ層１９～２１とＩＴＯ（透明電極）間に成膜す
る。
【００２８】一方、第１の基板のＩＴＯ膜のフォトエッ
チングによりストライプ状のカラーフィルタと直角方向
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7
に走査側電極パターンを作製し、第２の基板のＩＴＯ膜
のフォトエッチングによりストライプ状のカラーフィル
タと平行方向に信号側電極とした液晶表示パネルＦも作
製した。
【００２９】それぞれの液晶表示パネルＥ、Ｆを第１の
実施の形態と同様にパネル面内の連続パターン１と交互
反転パターン２にそれぞれ連なる部分の閾値電圧の変化
量にて評価した。液晶表示パネルＥでは、連続パターン
１に対して０．３％の閾値電圧の低下となり、交互反転
パターン２に対して０．１％の上昇となった。液晶表示
パネルＦでは、連続パターン１に対して１．０％の閾値
電圧の低下となり、交互反転パターン２に対して０．５
％の上昇となった。
【００３０】内部拡散板２３により金属反射板３とＩＴ
Ｏ膜の透明電極５間の間隔の膜厚差が浮遊容量に影響し
ているため、液晶表示パネルＣ、Ｄと比較してさらに差
が小さくなっている。
【００３１】なお、本発明の第３の実施の形態は、真空
中工法によるパネル作製について述べているがその作製
方法は問わない。
【００３２】
【発明の効果】請求項１記載の液晶表示パネルによれ
ば、一方の基板表面に金属薄膜の反射板を有し、かつ絶
縁性薄膜を介して透明電極を有する反射型液晶セル構成
において、液晶セル内の金属反射板が存在する基板側に
印加電圧が低く、且つクロストーク補正のための検知電
極が無い信号側電極を配置した構成を有しているため、
透明電極を信号側とし、他方の基板の透明電極を走査側
としたことにより金属反射板と透明電極間の絶縁層によ
る浮遊容量により発生していた不均一な表示むらが低減
され優れた表示品位を実現することができる。
【００３３】請求項２記載の液晶表示パネルによれば、
請求項１と同様な効果がある。
【００３４】請求項３記載の液晶表示パネルによれば、
請求項１と同様な効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内部反射板を有す
る白黒表示型の液晶表示パネルの断面の模式図
【図２】そのプラスチックビーズを示す概略断面図
【図３】走査側と信号側の印加波形と液晶表示パネル電
極構成の状態を表した模式図

8
【図４】（ａ）はアルトプレシコ駆動方法の印加電圧パ
ターンの模式図、（ｂ）は表示均一性評価に用いた評価
パターンの模式図
【図５】本発明の第２の実施の形態の内部反射板を有す
るカラー表示型の液晶表示パネル断面の模式図
【図６】その概略部分斜視図
【図７】本発明の第３の実施の形態の凹凸表面の内部反
射板を有するカラー表示型の液晶表示パネルの断面の模
式図
【図８】従来のカラーフィルタと走査側ＩＴＯ電極の構
成を表した基板表面の斜視模式図
【符号の説明】
１    第１の基板
２    保護層
３    金属反射板
４    絶縁層（ｄ

2 
、Δε

2 
）

５    透明電極
６    透明電極
７    絶縁層
８    保護層
９    第２の基板
１０    液晶層（ｄ

1 
、Δε

1 
）

１１    液晶封止用熱硬化性樹脂
１３    保護層、絶縁層等
１４    プラスチックビーズ
１５    液晶層
１７    保護層
１９    カラーフィルタ（例えば、赤）
２０    カラーフィルタ（例えば、緑）
２１    カラーフィルタ（例えば、青）
２３    表面凹凸処理層
２４    アルトプレシコ駆動方式における走査側印加電
圧波形
２５    アルトプレシコ駆動方式における信号側印加電
圧波形
２６    透明電極の走査側電極
２７    透明電極の信号側電極
２８    表示領域を全面ＯＮ状態としたテストパターン
２９    表示領域を横１Ｈ反転でＯＮ／ＯＦＦ状態とし
たテストパターン
３０    表示均一性を評価した領域
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